
仕  様  書 

 

一般財団法人エンジニアリング協会 技術部 

１．件名 

  2021 年度 CO2 船舶輸送に関する技術開発および実証試験における海外船

舶動向調査 

 

２．目的 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下「NEDO」と

いう。）は、CO2 の長距離・大量輸送と低コスト化に繋がる輸送技術として、 

研究開発を行うとともに 実証試験および関連 調査を通じ、 液化 CO2 の船

舶輸送技術の確立を目指し、「CCUS研究開発・実証関連事業／苫小牧におけ

る CCUS 大規模実証試験／CO2 輸送に関する実証試験」プロジェクト を実

施することとしている。 

一般財団法人エンジニアリング協会（以下「ENAA」という。）は、この NEDO

事業を受託し「CO2 船舶輸送に関する技術開発および実証試験」を行うもの

である。 

本仕様書に示した海外船舶動向調査では、ENAA が上記目的を達成するた

めの情報収集の一環として、欧州における CCSもしくは CCUSの船舶輸送の

現況と動向を調査する。 

特に、多様化する CCS もしくは CCUSニーズに柔軟に対応する船舶輸送に

ついて運航荷役と造船技術とのインターフェースが重要になっており、これま

で検討されたプロジェクトにおける運航荷役や造船技術により市場関連性の

調査を行う。 

さらに、欧州における CCSもしくは CCUSの新たなプロジェクトにおける

船舶輸送業界の構造やサプライチェーン並びにビジネスモデルの現況と動向

を調査する。 

 

３．事業内容 

上記目的を達成するために、2021 年度は 3つの項目について情報収集と分

析を行う。 

・ EUにおける液化二酸化炭素輸送船の建造事例の情報収集と整理 

・ EUにおける低温タンク製造会社の製作事例の情報収集と整理 

・ EUにおける液化二酸化炭素輸送事業事例の情報収集と整理 

  



１）EUにおける液化二酸化炭素輸送船の建造事例の情報収集と整理 

   二酸化炭素輸送船の商用実績あるオランダのアンソニーベーダ社と緊密

に連絡し、液化二酸化炭素輸送船の建造事例が把握できる可能な範囲で定

量的な数値を収集する。 

   調査データ収集に当たっては、別表１に記載した調査項目に視点を当て

可能な範囲で情報収集を行う。なお調査項目の決定にあたっては、ENAA担

当者と事前に十分協議を行うこと。 

具体的には、液化二酸化炭素輸送船の名称、液化二酸化炭素の性状特性、

船舶の基本仕様と各種寸法、タンク及び付属設備、主機等の調査を行い、調

査シートを作成整理する。 

調査項目は、最新の調査が可能なものがあれば付加することが望ましい。 

調査方法としては、統計資料や文献・書籍等（インターネット情報を含む）

の分析、並びにオランダのアンソニーベーダ社に対するインタビュー調査と

する。 

 

２）EUにおける低温タンク製造会社の製作事例の情報収集と整理 

   二酸化炭素輸送船の商用実績あるオランダのVOPAK社と緊密に連携し、

液化二酸化炭素のタンク製造事例が把握できる可能な範囲で定量的な数値

を収集する。 

   調査データ収集に当たっては、別表２に記載した調査項目に視点を当て

可能な範囲で情報収集を行う。なお調査項目の決定にあたっては、ENAA担

当者と事前に十分協議を行うこと。 

具体的には、液化プラント、中間貯蔵タンク、基地設備、荷役作業等の調

査を行い、調査シートを作成整理する。 

調査項目は、最新の調査が可能なものがあれば付加することが望ましい。 

調査方法としては、統計資料や文献・書籍等（インターネット情報を含む）

の分析、並びにオランダの VOPAK社に対するインタビュー調査とする。 

 

 ３）EUにおける液化二酸化炭素輸送事業事例の情報収集と整理 

IEAGHGの船舶輸送担当者の James Craig 氏と緊密に連携し、EU域に

おける二酸化炭素海上輸送の事例を収集する。 

また、二酸化炭素輸送船の商用実績あるオランダのベンチャーであるカー

ボンコレクターズ社の情報収集を行い、運航荷役実態と共に将来的な二酸化

炭素海上輸送ネットワークについて聴取する。 

   調査項目は、最新の調査が可能なものがあれば付加することが望ましく、

EU で計画されている CO2TransPorts、、CO2 export Multimodal HUB 



from Dunkirk and its hinterland、CO2 liquefaction and buffer storage in 

Wilhelmshaven等に関して、ENAAと事前に協議を行い、調査個所を選定

し、EUにおける液化二酸化炭素輸送事業事例の特徴的な動向の情報を収集

整理する。 

調査方法としては、統計資料や文献・書籍等（インターネット情報を含む）

の分析、並びに IEAGHGへのインタビュー調査とする。 

 

４．公募及び見積書の提出について 

  公募開始  令和 3年 9月 10日 

  説明会   行いません 

   問合は下記のメールにて公募期間中受け付けます。 

  公募終了  令和 3年 10月 8日 

  見積書及び見積仕様書の提出 

        見積書は、応募する企業の形式で行ってください。 

        見積仕様書は、応募する企業が３．事業内容に示した事項を具

体的にブレークダウンし、実施する情報収集方法や情報収集

概要及びその整理方法について記載し提出ください。 

  担  当  一般財団法人エンジニアリング協会 技術部 山口 

   問合方法  基本は下記メールで問合を公募期間中受け付けます。 

        CCS48@enaa.or.jp  

 

５．調査期間 

ENAAが指定する日から 2022 年 3 月 11 日まで。 

 

６．報告書 

提出期限：2022 年 3 月 11 日 

提出部数：電子媒体 CD-R                1部 

（報告書と要約書を PDF ファイル形式にて保存） 

提出方法：NEDOの指定する「成果報告書・中間年報の電子ファイル提出の

手引き」に準拠して提出のこと。 

なお、報告書の仕様については、別途指示することがある。 

調査報告書においては、データの出典を明らかにするとともに、デ

ータの算出方法や推計方法、将来予測手法についても明らかにす

ること。また、インタビュー調査等の記録についても併せて報告す

ること。なお出典、推計方法、評価方法等については、ENAA と

十分協議を行うこと。 

mailto:CCS48@enaa.or.jp


 

７．報告会等の開催 

委託期間中又は委託期間終了後に、成果報告会における報告を依頼すること

がある。 

なお、開催時期については、ENAAと十分協議を行うこと。 

以上 

  



別表１ 

 

 

 

 

 



別表２ 

 

 

 

 

 


